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1 は じ め に

日本短角種は伝統的に放牧地を利用して飼養されてきた

品種であるが,ビロプラズマ病など放牧地特有の病気に対

する抵抗性は高いとは言えず,特に子牛の中にはピロプラ

ズマ病により発育停滞するものが多い。この問題を解決す

るため高い抗病性を持つ品種との交雑種を利用することが

考えられた。日本短角種などわが国の在来品種はヨーロ′

パ系品種と同様 Bos ια
“
r“sに属するが,熱帯・亜熱帯地

域ではBos jλσjo“s,いわゆるゼブー系品種が多く飼養

されている。ゼブー系品種は粗飼料利用性に優れ放牧地に

おける抗病性も高いと言われる。本研究では日本短角種の

雌にゼブー系品種を交配し,生まれたFI子牛と純粋な日

本短角種子牛の放牧適性を比較した。

2試 験 方 法

本研究ではゼブー系品種として,シ ョートホーン種にゼ

ブー系品種を交配して作出された,サ ンタガートルーディ

ス種を用いた。この品種の精液をオーストラリアから輸入

し,日本短角種繁殖牛を受胎させた。 3～ 4月 に供試牛を

生産し,5～ 10月 にかけて,東北農業試験場内放牧地にて

親子放牧を行った。放牧期間中は 1週間ごとに体重を測定

し,2週間ごとにヘマトクリット値及び赤血球中の原虫寄

生率を測定した。

3 試験結果及び考察

1990～1992年の 3年間で交雑種 (以下, Fl)17頭及び

日本短角種 (以下,短角)6頭を生産した。在胎日数は雄
雌ともFlの方が短角より長く,ま た生時体重も大きかっ

た (表 1)。 放牧期間中の日増体重は雄ではFtが 0 84kg,

短角が0 70kgであったのに対し,雌ではFlが0 77kg,短 角

が0 65kgで ,雄雌とも各々F:子牛の方が大きかった。赤

血球中の原虫寄生率及びヘマトクリット値は,品種・性別

ごとの測定値を月別に集計し,その平均値を月別の値とし

て各々表 2及び表 3に示した。原虫寄生率は両品種とも,

放牧開始後 1,2か月日の 6月 が最も高かった。短角雄子
牛の場合,調査頭数はわずか 1頭であるが,6月 の原虫寄

生率は約24%と高い値であり,7月 も他の個体に較べ幾分

高かった。 8月以降は両品種とも1%前後で推移し,品種

間で差は見られなかった。ヘマトクリット値は,両品種と

も6月 に最低値を示したが,この月の個体別の測定値の変

動幅は短角子牛が20～ 25%であったのに対 し,Fl子牛は
30～35%であった。その後も短角子牛では30～35%で推移

したのに対し,Fl子牛は32～40%で推移 し,放牧期間を

通じてFl子牛の方が高かった。

供試牛の発育には種々の要因が影響すると考えられるが,

本研究では主なものとして品種,性別,試験年次及び母牛

の産次の 4つを選び,日増体重やヘマトクリット値等につ

いて重回帰分析を行った。産次の効果については,初産の

産子か,2産以降の産子かにより区分して検定した。分析
の結果有意差があった項目のみを抜粋し,表 4に示した。

表 1 品種・性別ごとの供試頭数,在胎日数及び生時
体重 (1990～ 1992年 )

SCXN(♂ )
SG× N(♀ )
NXN(♂ )
N× N(♀ )

449± 22
412± 44
415± 55
350± 27

1)SG:サ ンタガートルーディス種,
2)平均=標準偏差。

N:日本短角凰

1)月 別の測定値の総平均。

表 3 ヘマトクリット値の推移 (1990,1991年 )

1)月 別の測定値の総平均。
2)抗原虫剤投与。
3)3頭 の内 1頭に抗原虫剤投与。

2870±24
2835±34
2805±05
275 3JL3 3

表 2 赤血球中の原虫寄生率の推移 (1990,1991年 )

品種
(性男1) 頭数

原虫寄生率 (%)リ

5月 6月 7月 8月 9月 10月

SGXN(♂ )
SCXN(♀ )
N× N(♂ )

N× N(♀ )

6

8

1

3

17

21

46
10

27
47
24 1

53

11

23
53
15

08
11

16
10

12

10
14

12

12

11

10
07

品種
(性別)

頭数
ヘマトクリット値 (%)D

5月 6月 7月 8月 9月 10月

SG× N(♂ )
SG× N(♀ )
NXN(♂ )
NXN(♀ )

6

8

1

3

36 1

396

339
35 3

344

302

2352

235'

37 1

36 1

308

325

358

868

303
31 2

357

368

308
323

32 1

347

32 2

319
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表4 重回帰分析結果

― :有意差なし,*:P<005,**:P(〕 01。

初産と,2産以降の差。
1990～1992年の成績 (n‐ 23)。 その他の項目につ
いては1990,1991年 の成績 (n=18)。

品種の効果は生時体重並びに在胎日数について 1%水準で

有意であった。すなわち,Fl子牛は短角子牛より生時体
重が大きく,ま た在胎日数も長いということが重回帰分析

からも明らかになった。一般に雄子牛は雌子牛より在胎日

数が長く,ま た生時体重も大きいと言われている。本研究

では性別の効果は在胎日数については5%水準で有意であっ

たが,生時体重については有意ではなかった。産次の効果

は,生後60日 までの日増体重について5%水準で有意であ
り,初産の産子は,2産以降の産子にくらべ初期発育が劣
るという結果が得られた。母牛の産次は生時体重にも影響

すると考えられるが,本研究では産次の効果は有意ではな

かった。ヘマトクリット値については,多 くの月で品種間

に有意差があり,F!子牛の方が短角子牛より高かった。
7月 は品種の効果が有意でなく,年次の効果が 1%水準で

有意であった。この理由として1991年の供試牛 9頭のうち

8頭までがFlであり短角がわずか 1頭であったため,実

際は品種間で有意になるべきものが年次間で有意になった

ことが考えられる。原虫寄生率は6月及び8月 に品種の効

果が5%水準で有意であった。年次間で有意差のある月が
あるが,こ れが前述の品種ごとの反復数の違いによるもの

か,又は実際に1990年と1991年 との違いによるものかは今

後検討する必要がある。以上の結果から,F,子牛は短角
子牛よりもピロプラズマ病抵抗性が高いことが示唆される

が,それが何に由来するのかは明らかではない。ビロプラ

ズマ病抵抗性に関与する要因として,ダこの付着しやすさ

に影響する牛体表面の性状の差異や行動学的な違い,血中
に侵入した原虫を排除する免疫機能の違い等が挙げられる。

今後はこの点について検討する必要がある。また,発育能

力に影響する粗飼料利用性の違いについても調査する必要

がある。

4 ま と め

日本短角種の放牧地における抗病性を向上させるため
,

交雑種を利用することを考え,日本短角種雌牛にゼプー系

品種であるサンタガートルーディス種を交配し,生まれた

Fl子牛と純粋な日本短角種子牛の発育能力を比較 した。

放牧期間中の日増体重は雄雌とも各々F,子牛の方が大き

かった。ヘマトクリット値は放牧期間を通 じて Fl子牛の

方が日本短角種子牛よりも高かった。 FI子牛は日本短角

種子牛より抗病性が高いことが示唆されたが,それがいか

なる要因によるのか今後検討する必要がある。
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